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’ はしかき

東京都内湾におけるノリ養殖業は，その歴史も古く，また都内水産業の中で占める地位はき
わめて大きい。従って当場としても最も重視している問題であるが，戦後養殖技術の著しい進
歩がゑられている反面，養殖場周囲の環境条件は年々悪化の一途をたどっている現状では，今
後の発展という意味では必ずしも楽観出来ない状況下にある。

近年の技術面の改良という点で，竹ひびから網ひびへの転換がまずあげられみが，養殖方法

・付着材の変革などによって従来あまり問題にされなかったノリのたれ付及び幼芽時期の付着
ケイソウの被害問題が大きくとりあげられるようになった。

今回，東京水産大学植物学教室にご指導を仰ぎ，ノリ漁場に出現する付着ケイソウの基礎的

な調査を行わせたので，今後の対策の参考資料とされたい。

昭和５５年１１月

鈴木東京都水産試験場長 順
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Ｉ緒雪□

近年，ノリ養殖上，付着ケイソウによる被害はきわめて大きく，これらの発生の多寡は，養

殖ノリの豊陸を左右するほど重大な要因とされている。漁業者自身もノリひびに付着すみケイ
ソウを総称して，『よごれ」と呼び，その防除対策に腐心していZ;､。

しかし，付着ケイソウの生態に関する研究は少<，河川におけるＢ・Ｄｏｕｇｌａｓの研究や，

ノリ漁場における佐藤の研究がある程度である。

東京都内湾のノリ漁場においても，昭和５ｏ年以降毎年，ノリ発芽時期である秋から初冬に
かけてノリひびに着生するケイソウが増加し，その被害も少<ないので，これら付着ケイソウ

の生態を明らかにし，今後の防除対策の一助とするため，昭和５５年から約１年間大田区地

先ノリ漁場において調査を行った結果をここに報告する。

なお，本文に入るに先立ち，この研究に終始ご指導を賜わった東>i1k塵大学植物学教室殖田

三郎教授・岩本康三助教授・三浦昭雄氏及び当場塩屋照雄技師，ケイソウの算庁にご教示を仰

いだ東京水産大学稲葉伝三郎教授，標本作成の方法に関しご指導をいただいた鯨類研究所根本

敬久氏をはじめ，調査にご協力をいただいた当塲技術部浅海研究室の諸氏に深く感謝申し上げ
る。

Ⅱ調査方法

(1)調査地点

調査地点は，第１図で示すように，東京都内湾ノリ漁場のうち西部地区に属し，羽田飛

行場の沖合1.2Kmに設置されている漁業基点やぐら〃４，水深1.5ｍ（基準海面より）の

場所で，ノリ漁場としては中央よりやや陸寄りの地点を選んだ。

水温及び比重は，調査点から約1.5Km離れた漁業基点やぐら〃５，の表層を連日１０時

に定置観測をした結果を示した。（表２，５）なお，観測点は調査点と海況的に大きな差

異が認められないと考えられたので，これを用いた。

降雨量は東京管区気象台の観測値により，後に述べる割竹を海に設置した間の総雨量で

表４に示した。

干出時間は，調査地点から約２５Km離れた呑川河口に設置されている旭橋検漸所（東京

都建設局河川部所管）の実測値から算出した。（表５）

(2)漁場内における施設

ノリ網の張り込永水位を中心として，海底に垂直に立てた竹に長さ５０cm，幅１０７７Z，厚

さO5clmの割竹をそれぞれ水位84.,1(６段線;ｉｉ，９，cm[（７段線)，１１４ｍ（8段線）
，１１９c7）Z（９段線），１４４ＣＭ１０段線）に取り付けた。これら５本の割竹は水平に

しか&表皮が常に上面になるようにした。（写真１）

なお，この際用いた割竹は充分あく抜きされた伐採後，１年以上経過した真竹を用いた。

これらのセットは昭和５５年８月から昭和５４年７月に至る約１年間，設置後約１５日

（１潮）ごとに交換して実験室に持ち帰った。

(3)割竹からの試料の採取及び算定方法

各５本の割竹の上面に付着したケイソウの数を算定するため，割竹上面１００７m×１０１１zの．

付着物をナイロン歯ブラシで注意深く洗い落し，約１０％の中性ホルマリンで固琵した。
心

０
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採取試糾は希釈後，ケイソウを均一にしてけし線スライドに載せ，これをカパークラス

でおおい顕微鏡で算定した。このようにして算定した個体数を１０C7n2当りの数に換算し
た。

ケイソウを均一に分布させる場合，付着ケイソウはプランクトンと異って，ほとんどが

群izkを形成し，叉，粘質物を有するものが多いので，シリンダー内でかんわんする程度で

は容易に分散しない。その結果として，ときには５０％近い誤差を生ずることもたみ。そ

れゆえ試料を均一に分布させるため，塩素びんに濃縮した採取試料５０ｃｃを入れ，せ

んをして激しく振とうした。このようにして，出来るだけ個体を分散した後，算定した結

果では誤差２０％以下にとどめ患ことが出来た。なお，個体数の算定は属別に計数した．

燕段線千葉県松ケ島において，９月中旬～下旬の大潮最干漸線を零段として，約１５

C77Z間隔に下から１段．２段と刻んでノリの採苗適層を調査したもので，東京都下では，こ

の水位を移し，８段線をノリの実用採苗水位としていろ。

Ⅲ結果

割竹に付着する生物群のうち，ソウ類としてはｍｏｔｈｒｉｘ，Ｏａｐｓｏｓｉｐｈｏｎ，Ｂａｎｇ－

ｉａ，Ｐｏｒｐｈｙｒａ等で，ケイソウ以外はいずれも秋期～早春に付着していた。ケイソウは付

着生物群のうち，最も主要な構成員で秋期～冬期にかけて高い密度を示した。
(1)出現種及びその7肖長

出現した付着ケイソウのおもな種類は次のとおりである。（図２）

ｇｅｎ・Ｍｅｌｏｓｉｒａ

Ｍｅｌｏｓｌｒａｎｕｍｍｕｌｏｌｄｅｓ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｕｂｒｌｅｘｉｓ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｊｕｒｇｅｎｓｉ１

Ｍｅｌｏｓ１ｒａＢｏｒｒｅｒ１

Ｍｅｌｏｓｌｒａｏｃｔｏｇｏｎａｖａｒ･

ｇｅｎ･Ｍａｖｉｏｕｌａ

Ｎａｖｌｏｕｌａｇｒａｏｉｌｉｓ

Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐ

ｇｅｎ・Ａｃｎｎａｎｔｈｅｓ

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｌｏｇユｐｅｓ

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｓｕｂｓｅｓｓｉ１ｉｓ

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｓｐ

ｇｅｎ･Ｎｉｔｚｓｏｈｉａ

Ｎｉｔｚｓｏｈｌａｌｏｎｃｅｏｌａｔａ

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｐ．

この他に出現したものにＳｙｎｅｄｒａ，Ｌ１ｃｍｏｐｈｏｒａ，Ｐ１ｅｕｒｏｓｌｇｍａ，Ａｍｐｎ－
ｏｒａ及びＣｙｍｂｅＵａかある。

付着ケイソウ群の密度は，年間を通じて２月から６月にかけて最も低い時期である。中でも
５，４月力蒋に低い。商し時期は７月中旬から１月中旬にかけてて左るが，最も高い密度を
示したのは秋期（，～１１月）である。

－２－
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また，水位からみると，１０段線から６段線と水位が下るほど高い密度を示す場合が多

い。（表，５）

各段線における最高及び最低の付着密度は次のとおりである。

。段線鬘雇:｡::oouMMm肌B-m月`日）（５月１６日～４月１日）〃

最高ｔ５ｘ１０７ （１２月２７日～１月１６日）〃

７段線
最低２．８×１０５ （５月１６日～４月１日）〃

,段線彙喜:fiil9．
（６月２７日～７月１６日）〃

（６月１３日～６月２７日）〃

，段線菫雇;l1ilB。
（８月５０日～９月１６日）〃

（２月１９日～５月１６日）〃

１０段線最高ス８×１０５
〃 （８月５０日～９月１６日）

最低０（８月２日～８月１６日）

年間を通じての優占グループの推移は表１に示したか，ＭｅユＣｓユｒａ，Ｎａｕｉｃｕｌａ，

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ等か主要な構成員であって，中でもＭＥ１ｏｓｉｒａは優占的位置にある

場合か多く，需腰の変動も付着ケイソウ全体の変動とよく似ていぞ。さらに秋期から冬期

にかけて密勝が高く，この時期にはほとんどの水位で優占する。齢もな種類は，ｌｖｌｅｌｏ－ｄ

ｓｉｒａＺ]ｕＩｎｎ１ｕＬｏｉｄｅｓで麦忌。

Ｎａｖｉｃｕｌａか主要な位置を占めるのは冬期から夏期にかけての間で歩ろが，５月及ひ．

６月初旬には億とんど出現していない。このクループは水位の低い６～７段付近に多く現

われ，１０段では非常に少し､ｏ

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓは初夏のころ，ぎ才つめて短期間，優占的位襟に狩り，この時jt1,には傭

とんどの水位を優占する。

表１付着ケイソウ優占グループの推移

略記号Ｍｅ；ＭｅｌｏｓｉｒａＮａ；Ｎａｖｉｏｕｌａ

Ａｃ；Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ Ｎｉ；Ｎｉｔｚｓｃｈｌａ

Ａｍ；ＡｍＩｈｏｒａＲｙ；Ｓｙｎｅｄｒａ

漠へご’８１９１１Ｌ

例
］

］

(2)付着ケイソウと外囲条件

ｉ水温

付着ケイソウの招段の変動と水温との間には，なんらの僕l係も認められない。年臓の

最低水温時（ス５℃）の１月においても付着ケイソウは1.8×１０７０ｅＵｓ／１０c7112
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の密度か認められ，さらに７月の最高水源時（２５．５℃）において１Ｍ５×１０６ｃｅｎｓ
／１０cm２にも達していぞ。

このことは，Ｂ・Ｇｏｕｇｌａｓが水温と付着ケイソウの鰯減との閏に相僕|関係がない

と述べていることと一致する。

ｉｉ比重及び゛降水量

比重も水碍と同様に付着ケイソウとの関連が認.められない。すなわち，９月１６日～
９月５０日の償』の降水量は５１５．Ｍz川こ達し，同期の平均比重１．０１２のとぎの税度
は1.8×１０７ｃｅｌｌｓ／１０c7n2，さらに１２月２７日～１月１６日の降水量は５５．８ｍｍ

で同期間の平均比重１．０２１７のとぎの等1度は1.8×１０７０ｅｌｌｓ／１０c77I2で比重の高
低にかかわらず付着ケイソウの密度に差異か認められていない。

Ｂ・Ｄｏｕｇｌａｓは降雨にともなった小Ｉｌｌの流水量か付着ケイソウの発生にとって重
要な環境要因であると述べているが，この調査においては，降雨は瀬水の比重と付着ケ
イソウの密度の変動をみるための補足的意味から調べたものでおる。

１１１千出時間

干出時間と付着ケイソウの密度変動との関連は，明確には認められなかったが，密
度の低い春期には干出時宿,７時間５６分～８時間１２分（６段線の一日の干出時旧｣）で
梧慶の高い秋期には４時眉]～４時間４８分となっており，付着ケイソウの密度と干出時
間には逆の関係がみられるようである。

また，水位別にみると，６段～１０段の範囲内では，干出時間の多い高水位に密度が
低く，干出時間の少い低水位に密度が高い場合が多い。

このことは，ＢＤｏｕｇ１ａｓ，佐藤が述べているように付着ケイソウの着生密度は

干出時間が重要な要因になっているものと考えられZ､。

bＦ

Ⅳ要約

（１）昭和５３廷８月から昭和５４年７月までの１年間，東京都内湾ノリ漁場内で割竹に付着
するケイソウの調査を行った。

（２１付着ケイソウは秋艸から冬期にかけて高い密段かみられ，この時期には主としてＭｅ１ｏ－
ｓユｒａが優占し，Ｎａｖ１ｃｕｌａは冬期から夏にかけて，Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓは初夏に－

時優占種となることがある。春期には最低の密度を示した。

い）付着ケイソウと外囲条件との関係は，水温．比重では明らかな関連は認められなかった
が，干出時借iはこれらの要因に比べると関連性が強い。

女 献

合清：

林俊男：

木元吉：

Ｄｏｕｇｌａｓ：

珪藻の対策について，私達の海苔研究４（１９５５）

珪藻と悔苔の収穫量，私達の海苔研究６（１９５７）

珪藻に侵された糀谷浦タネ付の実態，私達の栂苔研究７（１９５８）
Ｉｈｅｅｏｏｌｏｇｙｏｆｔｈｅａｔｔａｃｎｅｄｄｉａｔ,Ｏｍｓａｎｄ

ｏｔｈｅｒａ１ｇａｅｌｎａｓｍａＵｓｔｏｎｙｓｔｒｅａｍ，ｊ・

ＥＣＯ１．４６．（１９５８）

附着珪藻の生態学的研究，特に浮沈底凄珪藻との関係について，

●

河
平
鈴
Ｂ

佐藤重勝：

－５－



東北水研究報告（１１）（１９５８）

nＶ．Ｈｅｕｒｃｋ：Ａｔｒｅａｔ１ｓｅｏｎｔｈｅｄｉａｔｏｍａｏｅａｅ（１８９６）
殖田三郎：海苔養殖読本（１９５２）

】自記

最近，佐野．佐藤（１９６０東北水研研究報告１６号）は松島湾におけ愚ノリひびの付着
ケイソウは９月には少〈，１０月以降に多くなり，特にＭｅｌｏｓｉｒａの付着が著しいことを
述べてい湯。

担当者

技術部浅海研究室

技師 伊藤茂

山口勝功(東京水産大学々生，

現神奈)||県5(k産謀）
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表２旬平均比重

1,020

1,010

８月９１０１１１２ ’２５４５６７

表５旬平均水温
℃

5０

2０

1０

８月９１０１１１２ ２５４５６７

表４割竹を海に設置した間の降水量
mHU

2iOO

200

100

８月９１０１１１２１２５４５６７

－７－



個体群密度の変動と干出時間

縦軸：下段は１０Cn82あたりの細胞数、上段は割竹を海に置いた間の一日平均干出時間

横軸：割竹を海に置いた期間

表５

ｌ□
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表６ａ６段線におけ愚付着ケイソウの季節的変化

表６ｂ７段線における付着ケイソウの季節的変化
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表６ｃ８段線における付蔚ケイソウの季節的変化
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表６．９段線におけ忠付着ケイソウの季節的変化
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表６ｅ１０段線における付蒜ケイソウの季節的変化
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摘要

１月日は割竹から試料を採取した日。

２グループlZIIlの数字は百分率。（グループの細胞数／総個体数×１００）

５△は１０％以下の出現率。
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